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SMFアートの宝船展 2022「くもをたがやす」へようこそ

「宝船展」は、実現したいと思うアートプロジェクトの素を夢として自由に語り表現するアンデ

パンダン形式の展覧会で、ぼくたちSMF（サイタマミューズフォーラム）を象徴する企画のひと

つです。展示された作品やアイデアが、意外な人との出会いによってあらたに動き出し、この展

覧会で出会ったもの同士がつながり、さまざまな活動が発生し、あらたな作品が出現する、そう

したアートのプラットフォーム、フォーラムがSMFです。

　埼玉県立近代美術館との共催により開催されるこのSMFアートの宝船展2022「くもをたが

やす」は、コロナ禍で変則的な開催となった一昨年、昨年の宝船展の続編です。旧大宮図書館

に浮かぶ多数の「くも」を熊手で引き寄せてぼくらの夢を貼りつけた一昨年の「宝船展くもをつ

かむ」、その夢はそのまま漂い昨年の ｢宝船展2021＠MOMAS｣にたどりついたのですが、続編

は本編を越えられないとの通例を覆そうと今回は「たがやす」のです。耕し、手をかけ、夢を熟成

させるのです。新たな夢の種を「くも」に蒔くのもいい。その「くも」を耕すのもいい。「くも」を下か

ら眺め虹を待つのもいいでしょう。どんなふうにでも参加できるのがこの宝船展、みなさまのご

参加大歓迎です。

SMFの自己紹介
SMFは既成のジャンルにとらわれない自由な視点からさまざまなアートプログラムを企画

し、アートをめぐって多くの人がつながっていくためのプラットフォームです。 

　SMFはさまざまな生き方をしてきた人が集い、触発し合いながら、まだ見たことも聴いたこと

も経験したこともないようなモノゴトを創りだすこと、これまで見えなかったモノゴトが見える

ようになること、これまでとモノゴトが違って見えるようになり、生きることが豊かになることを

目指して活動します。

　SMFは埼玉県立近代美術館に事務局を置き、埼玉県内各地のミュージアムをキーステー

ションとし、美術、建築、音楽、文学、ダンス、パフォーマンス、地域活動など、さまざまな領域のメ

ンバーで活動し、そのための事業を企画立案し開催します。

SMFアート長屋もよろしく
SMFではオンラインの展覧会SMFアート長屋を運営しています。昨年行った「サイタマアー

トコロニイプロジェクト－ヒアシンスハウス編」のアーカイブも公開しています。

http://artnagaya.jp にアクセスして覗いてみて下さい。
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11. SYUTA（三友周太）「耕雲機 Cloud Cultivator」 p24～25、58、62
12. suzu「What color do you care about ？」 p26～27、58
13. 田中清隆「遊影装置」 p28～29、59
14. 東京電機大学 作曲・音楽文化研究室（菅原聖秀）「Collective Projection 2022」 p30～31、59
15. 中村元「写真 中村元の世界 淵・秋（ヒガン花と瀧の多重合成）」 p32～33、59
16. 西尾路子「羽が欲しく手」（エントリーシートのみ、作品展示なし） p34～35、58
17. 根岸和弘「花咲かアートさん－2」 p36～37、59
18. はたみき「言葉も一緒に食べているんだ。」、「「の」が休んでいます。」 p38～39、60
19. 菱田祐一郎「RECORD_T41」 p40～41、60
20. 平本仁一「空とくもとそこから感じるもの」 p42～43、60
21. 藤井香「負の心持ちも 耕作すれば ダンスのはじまり」（ダンス出演：「退屈」松元日奈子、
     「お伺いまで」小関有希、「人間をやめるとすれば冬の鵙」藤井彩加） p44～45、60
22. M.HONDA「車のある風景」 p46～47、61
23. 三村豊子「樹氷原の中で」 p52～53、61
24. みゃうか「つのをむく」 p48～49、61
25. 矢花俊樹「ワークショップ《風景の外側に集う虫たち》」 p50～51、61
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埼玉県立近代美術館 地階一般展示室1

SMFアートの宝船展 2022「くもをたがやす」記録集
発行：SMF（サイタマミューズフォーラム）
　　 http://www.artplatform.jp （SMFホームページ）
　　 http://www.artnagaya.jp （SMFアート長屋）
編集：中村誠
デザイン・印刷：有限会社アームズ（中村隆）
写真撮影：中村元、浅見俊哉、各出展者
2022年5月30日発行

SMFホームページ SMFアート長屋

SMFアートの宝船展 2022「くもをたがやす」を終えて
　あらためて履歴書を読み返してみると、第１回目が開催されたのが６年前、その後毎年の恒例となったSMFのアンデ
パンダン展がこの「宝船展」です。当初は会場となる埼玉県立近代美術館の一般展示室が空きがちな正月明けに行わ
れていたのでこの名前で始まった展覧会でしたが、近年では年度末に時期を移し、その年度の集大成を翌年度に運ぶ
「宝船展」として定着する様子です。コロナ禍のために一度は中止となって年を越した昨年は浮かんだ雲に夢を描く「く
もをつかむ」がテーマとなり、その夢がさらに成長するように、今回は「くもをたがやす」がテーマに選ばれました。多士
済々の出展者による多種多様なアートを、会場であるいはこの記録集でご堪能いただけたでしょうか。

　「宝船展」にはその前身があります。それが「SMFさんなすび展」で、提案されたアートプロジェクトのアイディアから
アートの専門家同士が結びつき、その協働から起こる思いがけない化学変化が期待された企画だったと56頁で語られ
ていますが、その期待が「エントリーシート」に、そしてこの「宝船展」へと継承されてきています。

　いま専門家同士と筆を滑らしましたが、生業かどうかに拘わらずアートプロジェクトの夢を追う者は総てアートの専門
家です。専門家にはプロフェッショナルとスペシャリストの二様があり、プロフェッショナルは神から信託され専門知識
を駆使する専門家、アートの表現者同士が作品を通して巡り会うときには、外なる神か内なる神かはともかく、プロ
フェッショナルとしての協働になるのだろうと思います。

　一方、知識や技術の専門性をよりどころにするのがスペシャリストです。その知見で下支えする協働の形もあるはず
で、今回の「宝船展」ではその成果が大いに発揮されました。

昨年から長野恒さんが会場のレイアウトを引き受けて下さっています。建築家の長野さんは大手デパートの設計部長
の経験から、こうした会場設営がお手のもの、昨年は入口にアイストップとなる壁面を工夫し、今回はさらにその背後に
筋違いに配した壁で独特の展示空間をデザインされたのです。その構成に呼応した作品キャプションと出展者の名札は
中村隆さんのデザインと、会員らによって耕されワンランクアップした「宝船展」が開催できたと自慢してもいいでしょう。

　そして「宝船展」は来年も。成年期でいっぱいになった履歴書をめくると、現れるのは盛年期か壮年期かあるいは熟
年期か、くもをたがやした次の頁にはどのような協働が記されてゆくのか、お楽しみはこれからも続きます。

三浦清史（SMF代表）

SMFアートの宝船展 2022「くもをたがやす」
会期：2022年3月16日～20日
会場：埼玉県立近代美術館 一般展示室1
主催：SMF（サイタマミューズフォーラム）
共催：埼玉県立近代美術館
会場レイアウト：長野恒

SMFアートの宝船展 2022「くもをたがやす」ワーキンググループ
浅見俊哉、石上城行、植森侑子、加藤典子、かわにしすみえ、柴山拓郎、長野恒、
中村隆、中村誠、菱田祐一郎、藤井香、丸藤晃代、三友周太、三浦清史

SMFアートの宝船展 2022「くもをたがやす」会場イベント
3月16日（水）～18日（金）
　藤井香チーム ダンスパフォーマンス「負の心持ちも 耕作すれば ダンスのはじまり」公開リハーサル
　（16日・17日「退屈」松元日奈子／18日「退屈」松元日奈子、「人間をやめるとすれば冬の鵙」藤井彩加）
3月19日（土）
　社会芸術／ユニット・ウルス＋多田満「環境カフェ」（Zoom併用）第1回
　蒼浩人ダンスパフォーマンス「見沼の笛」第1回（協力：石引康子）
　藤井香チーム ダンスパフォーマンス「負の心持ちも 耕作すれば ダンスのはじまり」公開リハーサル
　（「退屈」松元日奈子、「お伺いまで」小関有希）
　SMF「くもをたがやす：トーク＆ラウンドテーブル」第1回
　浅見俊哉・渡辺範久「本音会議」
　菱田祐一郎プロジェクションパフォーマンス
3月20日（日）
　社会芸術／ユニット・ウルス＋多田満「環境カフェ」（Zoom併用）第2回
　蒼浩人ダンスパフォーマンス「見沼の笛」第2回（協力：立松節子）
　藤井香チーム ダンスパフォーマンス「負の心持ちも 耕作すれば ダンスのはじまり」全３プログラム上演
　（「退屈」松元日奈子、「お伺いまで」小関有希、「人間をやめるとすれば冬の鵙」藤井彩加）
　SMF「くもをたがやす：トーク＆ラウンドテーブル」第2回　

SMFアートの
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多視点風景写真 

    
風の広場（稲城市長峰） 

     
回廊（稲城市向陽台） 

 
記念樹（稲城向陽台小学校前広場） 

錯視陶器 

  
 
（写真）多視点で描かれた絵画はあるが、多視点写真は光学的に難しい。画面を分割して撮
影できる機能を使って多視点写真を制作した。現実を借りて私が創り出した写真の世界で
ある。 
（焼き物）粘土をこねて作る焼き物は思い付くどんな形も作ることができる。でも誰も作っ
たことがない独自の形を創り出すのは案外難しい。見る角度で形が全く違って見える器を
作った。 
 
石﨑幸治（いしざき こうじ） 1947 年東京生まれ 早稲田大学商学部卒 写真家・水彩
画家・随筆家 焼き物制作は趣味である。 
（受賞歴）第 9 回千修イラストレーションコンテスト ソトコト賞 環境フォト・コンテ
スト 2016 環境大臣賞と環境フォト大賞 第 3 回 サイエンスフォトコンテスト 最優秀
賞 フォトゾフィオ2021 と 2022 連続入賞 その他入選・受賞多数 
（著書）稲城三十六景（インターメディアリー）名城発見（KKベストセラーズ）桶屋一代
江戸を復元する（筑摩書房）など 
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「「自自在在式式時時間間移移動動機機宝宝船船展展 ババーージジョョンン」」

今回、出展した作品は「さいたま国際芸術祭レガシー事業」の「 （さいたまアートセンター プ

ロジェクト） 」アウトリーチプログラムで制作した作品である。アウトリーチプログラムでは、さ

いたま市のアートに関心のある大学生に参加してもらい、様々なレクチャーを通じてアートプロジェク

トやアーツセンターなどのプランを検討、発表してもらった。私がそのプログラムの講師を担当した関

係で、私自身も改めてアートプロジェクトやアーツセンターについて考えてみた。

アーツセンターとは、様々なアートにまつわる情報（アーカイブ）や、機能（ワークショップや展

示、講座やディスカッションなど）が集約された施設で、美術館と図書館とアトリエを合体させたよう

なものと考えるとわかりやすい。あまりに要素が多様なのでどの要素を中心に施設を構成するかは、そ

れを使う人々のニーズによって大きく異なる。そこで私なりにアーツセンターを考えてみた結果、生ま

れたのが今回の作品である。まず私はアーツセンター機能として「鑑賞」と作品を通じた「対話」に拘

りたいと考えた。そもそもアート作品は時代を反映した存在である。過去のアート作品に接することは

その時代の空気に触れることであり、新しい作品のアイディアを構想することは未来を回遊する旅に他

ならない。自由に時間を跳躍し、あらゆる空間にアクセスする行為、それが私の考える鑑賞であり、そ

れが行われる場所が私の夢想するアーツセンターである。

具体的な作品の形状は、カラフルに着色した木材を用いて造形したキューブ状の建屋（茶室）であ

る。重なり合う木材には大小の隙間があり内と外の世界を曖昧に隔てている。内部に床の間のようなし

つらえを設け、ジャンにとらわれないボーダレスな作品鑑賞の機会を提供したいと考えている。鑑賞す

る際は建物の中に座り作品と無言の対話をする。作品との対話が時空を超えた自己との邂逅であるとす

れば、そこでは過去・現在・未来の自分自身と対峙することができるだろう。私はそんなアートの力を

顕在化したいと考え「自在式時間移動機宝船展 バージョン」を提案・出展した次第である。
©️ Shunya Asami（ 枚とも）

「エントリーシート（夢のシート）」では「石上城行 年計画」と題して２つの試み、『大規模個展の

開催』と『仏伝図の制作』を提案した。大規模個展についてはどうなるかわからないが、仏伝図につい

ては、すで試みがに始まっている。茶室の床の間に展示した作品がそれにあたる。床に置いたオブジェ

が仏伝（釈迦八相図）における「下天入胎」で、壁に飾ったドローイングが「涅槃」を私なりに解釈し

て表現している。

「下天入胎」は仏陀が人々を救うために兜率天から下向し象の姿をかりて、釈迦となる子どもを産む

女性の体に入る「夢」というエピソードで、仏陀は度々象の姿で象徴的に表現される。「涅槃」は一般

的に釈迦（仏陀）が亡なる場面のことだが、亡くなったのち遺体は火葬され遺骨を弟子が故郷に持ち帰

りストゥーパ（塔）を建て埋葬した、という説話を塔の姿に託して描いてみた。これらはいずれも仏伝

における重要な場面であり、今回私なりにそれぞれを象徴する形象として表現している。つまり私が目

指す仏伝図は単なる絵解きではなく、より抽象性を高めた在り方を模索しているのだ。

そもそも故人の偉業を伝える説話は、時の経過とともに表現が過剰になる傾向がある。それは、実際

に起こった出来事の意味を何とかして伝えようとした結果であり、伝達者の創造性に富んだ工夫の痕跡

とみることができる。私はその工夫する行為に注目し、私なりの解釈を経た仏伝図の一部を今回提示し

てみた。まだまだ未整理で稚拙な表現ではあるが、引き続き取り組んでいきたいと考えている。
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内野 知樹 「コロナと空、人」2022 
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こどもは
うつくしい
みらいの
おとな

く
も

「そ の 実 り 」
加藤こどもの造形教室

こどもが、興味のあることを自由に表現するには、時間にとらわれないことも重要だ。
つくり続けたいという思いがあれば、同じ作品を長い時間をかけてつくることもある。
また、手を動かすことは、学校や日常生活でのこどものストレスを癒し、和らげる効果もあると感じている。
しかし 2021 年度は、新型コロナウイルスの影響によりこどもの外出を控える保護者が増えたことや、
学級、学年閉鎖などもあって、しばしば制作時間が削られ、自己表現の解放や癒しとしての時間が、
抑えられてしまったことはとても残念であった。

「くも」とは一体何か？「くも」を KUMO と書き換えると、
「K こどもは、U うつくしい、M みらいの、O おとな」というイメージが浮かび上がってきた。
まさに、たがやすべき対象を指し示していることに驚く。こどもそれぞれの感受性は自らの手によって、
あるいは他者からの導きや刺激によって、取り巻く環境によってたがやされていく。
そこに蒔かれた種がどのような花を咲かせるのかは種の中身を観察してもわからない。
わかるためには、育てるという時間が必要なのだ。
そういう時間をともに過ごす中で学び合う、想定外の作品ならさらにおもしろがる、それはこどもも私もだ。
そして咲く花は「いつか」。
未知であるからこそ「こども」はいつだって「うつくしいみらいのおとな」へのゆめを見せてくれる。

を
た
が
や
す

「木のみた夢」

「幸せ売り場」

「雲の行進とびしょぬれのヘビ」

「アオジタトカゲのレインスティック」

「雪の結晶、目的地に到着」 

「青いバス」

「森の妖精の冬ごもり」

「黒い虹」「拠点」

「タピオカミルクティー」 「文房具ガチャ」 「天気イス」

「水雲の空上」

「環境汚染」

「宇宙で眠る星たち」



12 13

「ぜつめつみき」
加藤典子＋加藤こどもの造形教室合作

※ 造形教室によるオリジナルのランク

■「ぜつめつみき」のリスト

※ 造形教室によるオリジナルのランク

これは絶滅度という視点で捉えた「動物のかたち」と「積み木」の合体だ。
包み込むワクは「動物のかたち」を優先したので重ねてもきっちりとは揃わない面白さがある。
紙粘土での動物の立体造形は初めてというこどもがほとんどだったが、
その「かたち」は想像以上に純朴で心打たれるものがあった。
私はその「動物のかたち」の魅力を引き出すように段ボールで包み込み、
レッドリストに従って絶滅度を表す色を何重にも塗り「積み木」のような形体にまとめた。
また、様々な環境破壊を引き起こし自らも存続が懸念される「ヒト」(グレー)と、
私たちが知らぬ間に絶滅してしまった「想像絶滅種」(紫)というオリジナルのランクもつくった。
大好きな動物たちを積み重ねながら、それぞれの絶滅度も感じ取れる「ぜつめつみき」が出来上がった。

第６の大量絶滅時代が迫っているという。
過去 5 回の大量絶滅は大規模な火山の噴火や隕石の衝突といった
自然災害や突発的な環境破壊等によって引き起こされたものだったが、
現在すでに進んでいる第６の「種」の大量絶滅は、私たち人類の活動によってもたらされたものだ。
みらいを生きるこどもたちへ。まずは、動物や生き物の姿、形態に興味関心を持ってもらいたい。
そして更に人類の活動を原因とする動物たちの厳しい状況を慮り、手を差し伸べる方法を自分なりに考え、
行動するおとなになって欲しい、そういう願いをこの合作作品に込めている。

©

「ぜ つ め つ み き」
加藤典子＋加藤こどもの造形教室合作



14 15

かわにし すみえ「伝統技法創作人形 無題」（着せ替え抱き人形２体） 2019 年 
 

 

「「ここんんににちちはは」」  

 

 

身長（丈）８０センチ、ふたり組、抱き人形です 

 

昔からある自然の材料つかっています 

 

木の粉、貝の粉、木毛で出来ています 

 

羊毛、絹のお洋服を着ています 

 

お着替えができます 

 

ほっぺなでるとだんだんつやつや光ります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「「水水色色ののカカーーデディィガガンン、、昭昭和和シシルルクク」」  

 

 

極太毛糸のお花の編込みカーディガンです 

 

昭和の着物、扇模様のプリントシルク総裏

仕立てです 

 

裏地シルクの下着です 

 

ズロースとペチコートです 

 

 

「「極極細細毛毛糸糸ののカカーーデディィガガンン、、三三越越小小紋紋」」  

 

 

ピンクの編込みカーディガンです 

 

三越呉服の小紋、三段ギャザーの 

花柄装いワンピースです 

 

総裏仕立てです 

 

裏地シルクの下着です 

ボリュームギャザーのズロースとペチコートで

す 
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「宝船展 2022くもをたがやす」に参加して 

「生生流転」 

シミズフローラルデザインスクール 

清水和乃 

 

 今回無事にスクールの皆さんと参加することができて、大変嬉し

く思いました。皆さんの感想をまとめてみました。 

 
＊ この主題を考えるだけで、心がふわーと咲くような気持ちになりました。 
  心の中の山水が少しずつ思ったとおりの形になって、とても不思議な感動

でした。皆さん一つずつ丁寧に作り、個性的な表現です。完成して、並べてみ

ると 2メートルのものですが、まるで一碧千山、流水人家・・・ 
山水千顔を眺め、くもの流れを感じ、諸行無常を念じ、少しの空間の中で乾坤

があり、奥ゆかしい世界に入って、ひろがっていく趣のある作品になったとお

もいます。 
 
＊ 久々に共同作品を作りとても楽しかったです。又参加したいです。 
 
＊ 美術館にスクールのメンバーで作成した作品を展示することができ、とて

も有意義な経験ができました。また次回も機会があれば参加したいです。 
 
＊ スクールのメンバーが最後に一つの大きな作品となり、素敵な空間が出来

上がりました。久しぶりの展示会で楽しかったです。 
 
＊ 久しぶりに美術館に足を運んで、いろいろな作品を拝見できて楽しかった

です。勉強にもなりました。スクールでの各々の作品から大きな一つの作品に

出来上がり対策になりました。コロナ禍久しぶりの出展ができ、楽しい思い出

となりました。水の流れが見えるような作品だとおもいました。 
 

＊ はじめての作品で楽しく制作できました。自分の作品だけでは、イメージ

が涌きませんでしたが、皆さんとのコラボレーションで、一つの完成品にでき

あがっているのは、とても感動でした。 
 

コロナのために、スクールに来られる人も、制限されたなかで、

15人程度の方々が参加して、作りあげました。時間もかけられなか

った中で、作品は未熟なところもありましたが、皆さん、楽しく作

り上げることができました。美術館に久しぶりに出かけることもで

きました。それも皆、DMFの皆さんが、手をかけてくださいまし

たおかげです。本当にありがとうございました。 

 来年も参加させていただければと存じます。どうぞよろしくお願

い申し上げます。 
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Art of Nora 2021
Social Art/Unit Ulus

dnameiuqeR':IIenecSehT-amayigaS:1202aroNfotrA
Reawakening'

Dates:  

Dates:  

12 (Fri), 13 (Sat) and 14 (Sun) November 2021
Venue:

Venue:

   Farm In Sagiyama, Sagiyama Memorial Park (Midori Ward, Saitama City)
Organiser:   Social Art/Unit Ulus
Planning: Social Art/Unit Ulus.  Project leader: Ken Nemoto

SMF Takarabune 2022
Art of Nora 2021:evolve
Social Art/Unit Ulus

16 (Wed)ー20(Sun) March 2022
   The Museum of Modern Art, Saitama 

Organiser: SMF  
Planning: Social Art/Unit Ulus.  Project leader:  Okuda Shogo

①

社会芸術／ユニット・ウルス

‘Art of Nora’

SMF宝船展2022記録
野良の藝術 2021 : evolve
さぎ山の現場「鎮魂と再起」

社会芸術／ユニット・ウルス

参加アーチスト：
　奥田 祥吾
　蒼 浩人　（琵琶：石引 康子／布彫刻：立松 節子
　　　　　／龍神衣装：柳井 嗣雄）
　根本 賢
　柳井 嗣雄
　吉田 富久一
映像：
　大原 由
　葭谷 昭
環境カフェ：
　多田 満

事務局：
　奥田 祥吾（担当）
　丸藤 晃代
　根本 賢
　長谷川 千賀子
　吉田 富久一

photo：Nakamura Gen
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photo：Nakamura Gen

⑦

SMF宝船展2022記録
社会芸術／ユニット・ウルス

参加アーチストと作品：
　奥田 祥吾　　①②③④⑦⑧　空間作品　
　蒼 浩人　　　③④⑧⑨　踊り「見沼の笛　布彫刻～色・形・命～」
　　（琵琶：石引 康子／布彫刻：立松 節子／龍神衣装：柳井 嗣雄）　
　根本 賢　　　①⑦　　「火鉢サークル」の椅子、環境カフェ
　柳井 嗣雄　　①②⑤⑥　「古の岸辺」「失われた身体-亡者の着物」
　吉田 富久一　①⑦　「火鉢サークル」本体＆土器火鉢、環境カフェ

　大原 由　　　①②③④⑦⑧　映像（光）
　葭谷 昭　　　①②③④⑦⑧　映像（光）
　多田 満　　　①　「環境カフェ」Zoom会議

② ③

④

⑤

⑥

⑧ ⑨

photo：Nakamura Gen
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耕雲機（Cloud Cultivator）No.11
SYUTA（三友周太）

『耕
雲
機
』
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ク
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か
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真
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び
る

「くもをたがやす」ための「耕雲機」が有ったらいいなと考えた。青い空と白い雲が粉々になって
散らばった様子があたまの中に浮かんだとき、パラリ、パラリと音がしたような気がした。

Artist/Pharmacist : SYUTA（三友周太）経歴 :  Bronx NY USA 生
医薬品開発の業務に携わる傍ら、美術家としての制作活動およびアートディレク
ターとして、多様性や日常と非日常の交差点、学生時代に学んだライフサイエン
スをテーマにした制作を行う。

S
Y
U
T
A



26 27

What color do you care about?
 

色は自分の心を映す。
好きな色、気になる色。

選んだ色で自分の気持ちがわかるのです。

 
 

 

今日の私はどんな感じ？
さあ、色に聞いてみよう！

（色の意味をキャラクター化してみました！）

 

 

 

 

＜White（白）＞

無から有を創り出

すクリエイター

＜Pink（ピンク）＞

いつまでも

子供でいたい甘えん坊

＜Purple（紫）＞　

深く自分に入り込む

考える人　

＜Blue（青）＞

クールですけど

包容力ありますが何か？

＜Green（緑）＞

ずばり癒し系！

＜Yellow（黄色）＞

知的な遊び人

＜Orange（オレンジ）＞

明るく楽しい

エンターテイナー

＜Red（赤）＞

地に足がついた

チャレンジャー

＜SUZU＞

アートに不可欠な＜色＞

それに注目して見ることはあまりないかもしれないけれど。

今回の展示で＜色からアートを見る＞そんな楽しみ方もあるんだね、

と言ってもらえたことが嬉しかった。

知的な遊び人

今年も
ありがとうございました！
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遊遊影影装装置置

ラライイトトイインンススタタレレーーシショョンン

「「ヒヒカカリリ」」とと「「カカゲゲ」」のの楽楽ししみみ方方、、遊遊影影シシリリーーズズ

「「ああるるもものの」」＝＝物物体体をを「「ヒヒカカリリ」」でで照照ららすすとと

「「カカゲゲ」」がが現現れれまますす。。「「光光」」かからら物物体体のの距距離離・・方方向向・・角角度度にによよりり、、長長くく・・短短くく、、厚厚くく・・薄薄くく、、伸伸びびてて

・・縮縮んんでで「「カカゲゲ」」のの表表情情がが変変わわりりまますす。。単単純純なな「「モモノノ」」かからら現現れれるる不不思思議議なな「「カカゲゲ」」をを捜捜しし、、

見見つつけけるる「「遊遊影影」」シシリリーーズズ。。

「「アアククリリルル」」ののカカタタチチにに穴穴ああけけ加加工工しし、、「「LLEEDD」」ラライイトトをを加加ええてて空空間間にに「「カカゲゲ」」をを広広げげるる「「装装置置」」。。

今今回回のの「「光光とと影影」」ををぜぜひひ、、ごご覧覧くくだだささいい。。「「ゆゆるるややかかににフフワワッッ」」ととすするる気気分分。。田田中中清清隆隆

SMF アートの宝船展2022 「くもをたがやす」 NO13
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東京電機大学作曲・音楽文化研究室 2022年5月5日

制作
東京電機大学

作曲・音楽文化研究室

菅原聖秀, 吉田絵梨奈, 上野
知也, 遠藤慎之輔, 栗原歩武,
関口野亜, 原悠真, 真中大徳,
五十嵐万裕, 賀川友理, 川崎
萌奈美, 椎橋圭悟, 中村光希,
鈴木隆潤, 橋本亮吾, 新井聡
真, 本多慎吾, 土井理史, 小室
佳太郎, 長谷川隼大, 安田翔,
長谷川権, 柿崎瑞貴, 鈴木怜
奈, 川崎拓海, 塩田千紘, 笹嶋
ひより, 鈴木敦也, 小林玄斉,
間下拓海, 髙根沢直柔, 松本
実樹, 吉田優理奈, 松本恭祐,
蛯原崇弘, 柴山拓郎
（＋あなた）

※完成イメージ図

Collective Projection 2022
@宝船展 2022 「くもをたがやす」

2022/3/16～20 | 10:00～17:30 | 埼玉県立近代美術館

この作品は、8つのスピーカーから出力される多方向からの
もの音と、プロジェクターから映し出される映像が、プログラ
ミングを用いたランダムによって混ざり合いながら空間に投影
される展示作品である。
この作品に用いられる一つ一つの音素材（例 : 空き缶の転が
る音、電子的な音、人の声）や映像素材は、東京電機大学 作
曲・音楽文化研究室に所属する複数の作者によって収集され、
協働制作によって一つの作品となった。
この作品は、作家性の希釈を目的としている。複数の作者か
らなる素材たちをランダムに組み合わせていくことで、より複
雑だが、不思議と一体感を感じられる空間を作り上げるように
した。また、展示物の中に設置されているPCのカメラに映っ
た映像が、リアルタイムに映像に組み込まれ投影される瞬間が

Collective Projectionとは

東京電機大学作曲・音楽文化研究室 2022年5月5日

電子音響音楽
電子音響音楽ってなに？電子音楽は

聞いたことがあるけれど、電子音響音
楽は分からない、何が違うの？という
方は多いかもしれません。
電子音響音楽は、1948年にフラン
スで生まれた具体音楽（主にもの音で
できている）と1951年にドイツで生
まれた電子音楽（主に電子音でできて
いる）の2つを総称して呼ばれていま
す。
実は、作曲・音楽文化研究室が主宰
している「電子音響ピープルプロジェ
クト（以下DOPP）」では主にこの具
体音楽を一緒に作ります。
具体音楽がもの音でできているのは
分かったけれど、そんな変な音楽を
作って楽しいの？と思われるかもしれ
ません。
実は2015年からDOPPとしてワー
クショップやライブをしてきて、これ
まで300名以上もの方にご参加いただ
き、案外好評なのです。
これまでご参加いただけているのは
こういった理由からかもしれません。
具体音楽は、普通の音楽のように、
創作における決まり文句のようなルー
ルが非常に少ないのです。一方普通の
音楽では普通の音楽らしく聴こえるよ
うに作るために沢山ルールを覚えな
きゃいけません。しかし具体音楽には
それが少なく、初めてでも気楽に作れ
るのです。もしかしたら、こういう自
由な面が参加者にご好評いただいてい
るのかもしれません。
さらにそれが、参加者にとって、普
通の音楽じゃないのに「面白い」「楽
しい」と感じられているのなら、この
活動は参加者の好みの幅を拡げたとい
う意味で大きな貢献ができていると言
えるのかもしれません。
今後、このような変な音楽を作る活
動に、どんな意義があるのか（もしく
はないのか）詳細に確かめていきたい
と思います。

作曲・音楽文化研究室　新井

ある。つまり鑑賞者自身が展示の中に映し出される。このよう
に鑑賞者が偶然的に関与することで、作品の体験そのものが変
容していく。この変容は、作品の創作者と鑑賞者という立場を
繋ぎ合わせ、分断されてしまったかにみえる関係性を緩やかに
解体する。作曲・音楽文化研究室は「電子音響ピープルプロ
ジェクト」の活動の中で、それまで鑑賞者の立場をとっていた
人々に、自らの手で創作をする楽しさを提案する活動を行なっ
ている。

このプロジェクトは、音楽創作における専門的な知識をもたな
い方々に対して、もの音を素材とした電子音響音楽の創作を体
験してもらうプロジェクトである。このプロジェクトは2009
年から実施されてきたワークショップを前身として2015年に
立ち上げられ、これまで大学、美術館、ライブハウス等で、創
作ワークショップやスペシャルライブを実施してきた。
電子音響音楽は、現代音楽の一つとされており、多くの人々
にとっては楽しんだり、理解するのが難しいとされているが、
私たちは数多くのワークショップの経験から、このような音楽
は誰にでも楽しめる音楽なんだ、という確信を持っている。こ
の活動の特色は、プロとされるアーティストと初めて創作をす
る参加者が一緒になって協働制作を実施するという点にあり、
これは芸術創作における作家の特権性へ疑問を投げかける試み
である。
・電子音響ピープルプロジェクトHP : http://d-o-people.net
・電子音響ピープルプロジェクトFacebook : https://www.facebook.com/
denshionkyopeople/

電子音響ピープルプロジェクト
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  写写真真  中中村村元元のの世世界界  

 
       展示風景 

 
     NO 5 楽しく飛ぶかたち 

 

    
NO6 淵・秋 

写写真真  中中村村元元のの世世界界  

 
新型コロナ騒ぎが続く中、  
世の中明るく照らすものを見据えるこが難しい昨今 
戦前生まれの私にとって、まるで時間が止まってしまったような感覚です。 
2022宝船展は、時間が大変早く過ぎていきました。  
型友禅の職人だった私は 1 枚の写真を 1 枚の型紙と見立て画像を重ねて作る多重露光写真を
好んで学んだのだことがきっかけでした。そして PCとの出会い。 
PCを使うことで、私の世界はゆっくりした歩みで、ひろがっていったのです。 
2022宝船展出品作品は、新しい私の世界観への出会いでもあったとうれしい気持ちになりま
す。 

    
NO 1 干支五黄のトラ                NO2 祈るウクライナに平和を 

    
NO 3  炎華                         NO4 六月の風 
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羽が欲しく手
solid@plane

たとえば寝る前の布団の上下裏表が、裏側だったり、上下が逆だったりして、そのまま眠りについてしまうと、もしかし

て別の世界(異次元)に行ってしまい、二度と現世(此処)に戻ってこられないかもしれない・・・。そんな風に思ってしまっ

たのだからたまらない。自分の布団を必死に整えて、眠りの体制についている、その様子を側で見ていた４歳年上の姉

が、何の儀式？と、不思議がった。別世界に行ってしまうかもしれない恐怖を話したら、一笑して、バカにされた幼い頃の

思い出。

欲ばりですね、「欲ばりな作品」とでも名付けたらいいじゃないですか。「絵が立体になり座れるのです」と、観客某氏

に作品説明をした時に、頂いたコトバ。

家庭と創作と、どちらも手放すことなくつづけて来た。「主婦の作品など見る価値も無い」と、抽象画を描いていた頃、

助手として在籍中の建築科の某先生に言われた。なるほど、と、納得しながらも「違う」と、思った。

  

  

仕上げの段階で、家人が大病に遭った。  

                          

スーパーウーマンなんかになれない。

相変わらず欲ばりだけど。

  

  

  

  

  

                   西尾 路子

く も を た がやす

2017宝船展Ⅱ旅：604のたまごものがたり 

さいたまトリエンナーレ2016・SMF学校/市民会館おおみや旧食堂/たまご

からから/参加者メッセージ 604 個のたまごによる「Please draw your 

messages 2016.11.10～12.11」インスタレーション 

  
2018宝船展 もの こと ゆめ の交換 

solid@plane://描・猫/2017 

 

201９宝船展オープンスタジオ創造の海へ 

solid@plane://大・犬/201８    花物語三話 

  

  

 

2021宝船展くもをつかむ：ブッダになるために 

  

  

  

  

  

  

  

                                            2022宝船展くもをたがやす 

                      実物作品/不参加  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 solid@plane://人・入/2021 
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作品名:  

言葉も一緒に食べているんだ。 
作者名: はたみき  
制作年: 2022年 
制作日数: 1日 
技法・材質: 紙•スタンプ•食品サンプル•スライム 

 

「くもをたがやす」と出展作品の関わり

雲(目に見えない、掴めないもの)を耕し、新鮮な空気を取り込みたい。生気や活気のある食卓に

したい。食卓の雲(湯気、冷めないうちに食べる、空気)を大事にしたい気持ちを視覚化した。 

黙食なんて、ホントの食事じゃない。会話のない食事なんて。味がなくなったガムと同じ。味気

ない。食べた気がしない。会話もご馳走。お腹を満たすだけが、食事じゃない。心もお腹いっぱ

いにしたい。楽しい食事を諦めない。まだ、諦めたくない。一緒に、笑おう…一緒に味わおう…

一緒に食べよう…僕らは、言葉も一緒に食べているんだ。 

(美味しくない時だけ、「コレ、好きじゃない」と反応。おかわりを要求するだけじゃなくて、美味しい時くらい、「おいしい」って言葉にして言って

ほしい。コロナに関係なく思春期の息子との食事は、いつも黙食。私の存在は無視で、悲しいくらいスマホに夢中です) 

2 

作品名:  

「の」が休んでいます。 
作者名: はたみき  
制作年: 2022年 
制作日数: 1日 
技法・材質: モール•シール•クッキー型•ポット受け皿•粘土•消臭ビーズ•梱包材 

 

「くもをたがやす」と出展作品の関わり

雲(目に見えない、掴めないもの)を耕し、新鮮な空気を取り込みたい。心を豊かにすることにも

っと目を向けてみませんか? 格助詞「の」が、よく働いてくれていることに着目しました。格助

詞「の」が文中で果たす意味。言葉を繋げていく力を感じてみました。普段意識していない助詞

「の」の存在をゆっくり、大切にしてあげたい。そんな気分です。働き者の格助詞「の」。

「の」だって休みたい。誰かの、何かの、私の…。休んでいる「の」の世界です。 

「の」:主な格助詞（主に名詞のうしろに付く助詞）のひとつ 

① 部分の主語 兄の撮った写真 旅行の好きなひと 
② 連体修飾語（名詞を修飾
するもの。文節） 

猫のヒゲ ヨガサークルの友達 

③ 並立（二つ以上のものが
並んでいること）の関係 

修学旅行に行くの？行かな

いの？ 
 

④ 体言（名詞）の代用  そのマンガ、ボクの。 上履きを新しいのに変えた。 
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時を可視化した現代アート作品シリーズで、時間をテーマにしたWEB  ART 作品です。
WEB  ART とはインターネット上にあるアート作品ですが、会場がある場合の展覧会は
プロジェクターを使って演出しています。

RECORD T41
公式サイト
https://waerbt.com/

菱田 祐一郎 Yuichiro HISHIDA

Contem
porary

The Museum
 of Modern A

rt, Saitama2022/03
/19

Yuichiro
 HISHIDA

RECORD
 T47Perform
ance

Art パフォー
マンスア

ート

プロジェ
クターを

自由に持
ち歩く為

に

太陽光を
充電した

バッテリ
ーを背負

い

自分の作
品  RECO

RD T47 を

展示会場
に投影し

演出しま
した
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「「空空ととくくももととそそここかからら感感じじるるもものの」」

平本 仁一

空を見上げる。くもをみる。
そして何を思い感じるか。
広がる空に想いをよせる。
そんな写真を集めてみました。

空とくもからあなたは何を感じますか。
それが僕と同じ必要はない。

撮影地：埼玉県所沢市
・狭山湖（山口貯水池）
・雑魚入樹林地他

空の写真を20枚出展させていただき
ました。
撮影地はすべて狭山丘陵です。地元
で撮りためた写真の中から特にくも
が印象的な写真を選んでみました。

同じ空を見ても、
見る人によってとらえ方や印象が
異なるって面白い。

今回の展示を見てくださった方が
いろいろな感じ方をしてくださっ
たら嬉しいです。
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負の心持も
耕作すれば ダンスの始まり

振付／藤井 香

晴れ晴れとしない、負の感情をモチーフとした 3 作品を上演。曇り空のような心持を耕して、
新たな側面の発見と再構築を試みました。

「退屈」
出演／松元日奈子

退屈を味わってみました

©Shunya.Asami

「お伺いまで」   出演／小関有希

職場でよく使う言葉ですね。彼女の気持ちを汲み取っていただけたでしょうか…

©Shunya.Asami

﹁
人
間
を
や
め
る
と
す
れ
ば
冬
の
鵙(

も
ず)

﹂

 
 

 
 

 
 

 
 

俳
句
／
加
藤
楸
邨 

 

出
演
／
藤
井
彩
加
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M . H O N D A   ⾞のある⾵景

宝船展においては、⼤中⼩サイズの違う絵を、壁に集約して展⽰させて頂きました。
⾞のある⾵景は⽔彩画を始めた2000年当初から描いてきたテーマです。仕事で海外
に出張する事もあり、その先々で撮った写真を元に描いた絵もあります。国内では
地元の浦和や好きな銀座など、⾃分の中でピンと来た⾵景を描いています。個展は
2007年より定期的に開催し、定年退職した2018年からは年２回のペースで開催
しています。
宝船展に展⽰した絵と個展に出品した、これまでの絵の⼀部を紹介させて頂きます。
ブログで絵に付けているコメントもお読み頂ければ幸いです。

BMがミニブランドを
買い取ってから、最初
はオリジナルを今⾵に
デザインして上市しま
したが、モデルチェン
ジを繰り返しながら、
派⽣と肥⼤化が進⾏し
ています。そんな中で
オリジナルミニを⾒掛
けると⼼が洗われる思
いです。

この神社もウォーキング
コースに⼊っていて時々
⾏くのですが夏の盛りは
蝉の鳴き声が盛⼤です。
正に岩に染み⼊るほど
です

※この絵は浦和での⽇課の朝のウォーキング中に
通り掛かった閑静な住宅街の中の⾵景です。
⽴派なガレージの前に停まっていますが、
ガレージの中にはもう⼀台⼊っているかも。

※この絵も浦和界隈です。
うさぎを祀っている事
で有名な調神社です。
何⾨というのか正⾨で
無い⾨の内側から⾒た
⾵景です。

世界中のSUVブーム
に、このメーカーも
造ってしまった。
10年前の中国のモー
ターショーに展⽰さ
れていたが、時を経
てこの銀座並⽊通り
に停まっているとは。
思い返せば、40年
以上前に、チーター
と⾔う名前の4WDを
提案していたので、
以外では無いのですね。

※この絵は⼤好きでよく⾏く銀座
の通りです。銀座は洒落たブラ
ンドショップが多く⽴ち並び⾮
⽇常的な⾞に遭遇する事が出来
ます。

オリジナルミニ 2021年 夏の神社 2021年

並⽊通りのSUV 2021年

⾚いショーウインドー
をバックに佇む暗めの
ボディー⾊の⾞、ネロ
スコルピオーネと⾔う
⾊名らしい。イタリ語
で⿊サソリ。可愛いお
尻なのに怖い名前です。

並⽊通りのアバルト 2020年

これまで⾚、紺、⽩、
シルバーと⾞を乗り
継いで来ました。
今はまた紺に落ち着
いていますが、こん
な綺麗なイエローが
コンパクトな⾞であ
ったら乗ってみたい
と思います。

⻩⾊い⾞ 2016年

太陽の光が⼭で遮ら
れていてここ⼀帯の
⾞達はまだ⻘い影で
覆われています。そ
の⻘い静寂の中で波
の⾳だけが聴こえて
います。

南国の朝 2009年

※並⽊通りの絵はほとんどそのお店の前に停まって
いた⾞をそのまま絵にしています。⼈は別の写真
から持ってきたりしています。ここにいるカップ
ルは横浜の⾚煉⽡倉庫前から来て頂いています。

※この絵も並⽊通りだったか。
ビルの上階に⽤がありエレベー
ターを降りて窓際から下を⾒た
らこの⾞が。

※仕事ではなくプライベートで⾏ったハワイです。
ワイキキのビーチから少し歩いたところ。異国の
⾞とバックのパームツリーが新鮮でした。

Mの⽔彩画
M.HONDA
ブログ

⾃然は⼈間の想像を絶
する程の芸術家で時折
⾯⾷らいます。この空
もいつかの⼣焼け空で
す。以前は美しい⾵景
だけを描いていました
が、⼈や⾞を⼊れる事
によって⾒る⼈それぞ
れのストーリーが⽣ま
れてくればいいな。と
思います。

先⽇の⼤雪の記憶も消え
⾏く残雪と同じ速さ去っ
てゆきます。暦の上では
今週末は⽴春、季節はこ
のまま春になってくれる
のでしょうか。散歩で⾒
かけた素敵な光景です。
ドイツ⾞は雪もお似合い。

ドイツに駐在した
同僚がレースの写
真を送って来てく
れました。これは
イタリアのレース
ですが⾬のスター
トは珍しいのでは
ないでしょうか。
古い⾞は⼩さくて
いいですね。

ミッレミリア 2008年

このまま春に、、、2006年

⼣焼け空 2006年

※⾬で路⾯に滲み反射するヘッドライトの光や影
が⾯⽩いです。この絵を買ってくれた⽅は、そ
の後亡くなってしまったのですが、主⼈を亡く
した絵はどうなってしまうのか、考えてしまい
ました。⾞の機種はジャガーCタイプ

最近はこの⾞の様に
ハードトップでオー
プンになる⾞が増え
てきました。⾛って
も静かだし安全性も
⾼いのですが、幌仕
様でもボディの⾊に
コーディネイトした
ルーフ⾊のオシャレ
な⾞はまだまだ魅⼒
的です

街⾓ 2007年

奥⽇光 湯の湖畔 2005年

2013年の夏も最後の
悪⾜掻きの季節となり
ました。猛暑も過ぎ去
ってしまえば何故か愛
おしいもの、あんなに
早く過ぎてくれないか
な、と思っていたのに。
⾞にも⾟い夏だったの
ではないでしょうか。
こんな⾵にヒンヤリと
した⾞庫で休んでいら
れる⾞は幸せですね

猛暑 2013夏 2013年

※2007年の初個展に出した絵です。⼣焼け空が
上⼿く描けて⾃分なりにとても気に⼊っていた
のですが売れてしまいました。販売しているの
で売れる事は良い事なのですが、娘を嫁に出す
様な⼼境になりました。

※南⻘⼭の閑静な住宅地だったか。
エキパイ４本出しのハイパフォ
ーマンスカーが駐⾞しています。
⼥性は銀座からお越しいただ
きました。実は⼥性が歩く⽅向
には⻘⼭墓地があるんです。

※仕事で⾏ったデュッセルドルフ。
雰囲気のある⼤⼈のカップルが
歩いていました。

※浦和は東北道との
アクセスに便利で、
⽇光はよく⾏く場
所です。
この時はこの場に
絵になる⾞が停ま
っていてくれまし
た。

※浦和区岸町辺り

宝船展 展⽰⾵景
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24. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 つのをむくつのをむく

まだ雲

耕すことになりました

でも

雲は

途方

頭に角

この角

つのをむく

雲を掴んでもないのに

すことになりました

でも、畑は鍬

は何で耕すのだろう

途方に暮れていると

角が生えてきました

雲を掴まえたら

角で耕してみようかな

つのをむく   

んでもないのに

すことになりました

鍬で耕すけど

すのだろう

れていると

えてきました

まえたら

してみようかな

 

   

んでもないのに 

すことになりました。 

すけど 

すのだろう。 

れていると 

えてきました。 

まえたら 

してみようかな…

   みゃうか

 

 

… 

頭部：和紙

ひげ：白く着色した

      製

みゃうか

【素材】 
和紙 
白く着色した化繊

製のほうきの穂先

みゃうか  

化繊   

ほうきの穂先 

 「つのをむく」は、居場所を追われた野生動物たちの戸惑いやそ

れに伴って湧いてくる攻撃的な感情を角によって表現した作品です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 宝船展のテーマを聞いて違和感を覚えたときの感情がこの作品と 
通じていたため今回出品することにしました。台座となる市販のマ

ネキンヘッドはもともと加工していませんでしたが、出品するにあ

たり私を意味する“ねこのひげ”を急遽取り付けました。 
  

 
 
 
 
       
   
 
  
 角の中に LED ライトが入っているので光ら

せることが可能。もちろん被ることもできます。 
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《旅に誘う虫たち》

矢花 俊樹

《オオカマキリ 》 ：生体昆虫と同じ

制作日数： 日（ 時間）

技法：彫金 素材：

「くもをたがやす」と出展作品の関わり

重村三雄氏の作品に関連したワークショップ《《風風景景のの外外側側にに集集うう虫虫たたちち》》を企画した。本作品は技法

こそ異なるが、昆虫を金属に置き換えたかのように表現することで、現実感を喪失させながらも、鑑賞

者が虫との出会いの記憶を呼び覚まし、時空を超えた旅へと誘う作品である。ワークショップで参加者

が制作する時にも、虫との出会いの記憶を呼び覚ましてほしい。

作品制作にまつわるエピソード

歳を過ぎたご婦人がハラビロカマキリをいたく気に入ってくれた。子どもの頃、カマキリを持っ

て男の子を追い回していたそうだ。そのご婦人の為に新たにオオカマキリを制作した。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展示作品

１．カナブン

２．ゴマダラカミキリ

３．オニヤンマ

４．オオスズメバチ

５．ショウリョウバッタ

６．イナゴ

７．ハラビロカマキリ

８．ヒゲコガネ

９．ルリオサムシ

．ミヤマクワガタ ．オオカマキリ ．クマゼミ

．クワカミキリ ．ヤンバルテナガコガネ
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タタイイルルモモザザイイククアアーートトは、クラフトタイル・ガラスタイル・モザイクタイル、石や様々な素材を専用の
工具を使用し小さくカットしながら絵や図案の上にそれらの素材をモザイク状に配し目地材やセメント
で隙間を詰め作品を仕上げます。 

 
タイルモザイク作品「星はいつも静かにささやいている」を制作しました。「星」は七宝で制作し、星

の波動や小さな星はタイルをカットしモザイク技法で表現しました。使用した素材は、ガラスタイル、七
宝、ビーズ、磁器タイルです。タイルの厚みが違って凹凸が表面にあるのが立体感を出せたらと、目地の
隙間の間隔を変えることで散らばっている様子を表せたらと工夫しました。空に漂う「雲」と夜空に瞬く
「星」が私達の営みとどこか心情や人生の岐路にふっとつながる瞬間がある。今回のテーマである「雲を
たがやす」ということが、コロナ禍の生活の中で優しく投げかけられた問いのようであり、私自身も制作
をする上で背中を押してくれた言葉になりました。 

『『星星ははいいつつもも静静かかににささささややいいてていいるる』』  山山口口素素子子  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「雲をたがやす」とタイルモザイクアートについて考え、タイルを切り張っていく、コツコツ続けてい
く作業が雲を耕すと共通するのではないかと思いました。月の兎のそばに雲を出現させました。うさぎ
の可愛さを広めるため、うさぎモチーフのタイルモザイクアート作品を作っています。うさぎと月は 
クラフトタイル、背景はガラスタイル、うさぎの目は天然石のオニキスを使用しています。                                               
                                   『『月月とと兎兎』』  小小川川真真紀紀子子  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「樹氷原の中で」を制作しました。冷たい空気を感じながら、明るい薄雲に覆われた青空の中、蔵蔵王王
のの樹樹氷氷原原をを気持ちよく滑った時の写真をもとにして作りました。自然は、私たちに豊かな心の動きを与
えてくれます。「くもをたがやす」は、わたしにとって、「思いを膨らませること」です。この作は、
「「ススノノーーモモンンススタターー」」をを様々なタイルのカットの仕方や色使いを工夫しながら表現してみました。作品
を制作する中で、自然の偉大さや豊かさに、さらに思いを深めることができました。今回、見ていただ
いた方が、穏やかな表情をされていたことが心に残りました。これからも、穏やかな明るい心になれる
ような作品作りをしたいと考えています。                   『『樹樹氷氷原原のの中中でで』』  三三村村豊豊子子 
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　宝船展2022会期の終盤、3月19日と20日に宝船展2022年
のトーク＆ラウンドテーブルが行われました。このトーク＆ラ
ウンドテーブルは、この宝船展で展示されている作品や会場
で披露されるパフォーマンスと同じように重要なイベントと
位置づけられており、そこにはSMFがゆるやかに構築してい
るプラットフォームの姿が立ち現れています。

　今回のトーク＆ラウンドテーブルは、2年ぶりに対面による
会場での実施となりました。その間、SMFでは、コロナ禍の
渦中で、オンラインによる定例のフォーラム、寺子屋、井戸端
かいぎ、実展示と映像公開を併行開催し、ウェブ上のコンテ
ンツをアーカイブ化する試み等、試行錯誤が繰り返されてい
ました。そうした状況を経て、ようやく出品者･参加者が一堂
に会してトークの座に着くことができました。

　初日は、平本仁一、石上城行、中村元、根岸和弘、suzu、東
京電機大学「作曲･音楽文化研究室」、みゃうか、社会芸術／
ユニットウルス、藤井香、浅見俊哉、SYUTA、菱田祐一郎の
各氏が、二日目は、M.HONDA、内野知樹、シミズフローラル
デザインスクール、加藤典子＋加藤こどもの造形教室、山口
素子、小川真紀子、三村豊子、かわにしすみえ、石﨑幸治、矢
花俊樹、はたみき、田中清隆の各氏がそれぞれの作品を前
に、来場者に創作上の意図や思考について紹介し、最後に一
堂に輪を作り、トークを行いました。

　創作に関するトークで印象的だったことは、それぞれの
作家が、それぞれの視点で、人を取り巻く広汎な意味として
の「環境」に対して眼差しを向けていたことです。その眼差し
は、ときに個 人々を取り巻く外的環境、例えば海や川、大地、
空、木 な々どの自然に向けられ、他方では、個人と社会との関
係性の可視化を試みたり、色彩や視覚、時間や空間について
の知覚、そこから得られる認識にといった内的環境に向け
られていました。いずれも、個 人々とその個 人々が埋め込まれ
ている「場」についての思いが多くの作家の通底する思いとし
て、今回のトークから浮かび上がってきました。アートプラット
フォームとしてのSMFの活動は、形として表象しない動きそ
のものといえます。そうした動きはハッキリと捉えることが困

SMFアートの宝船展 2022「くもをたがやす」トーク＆ラウンドテーブル

難だったり見えづらいものです。しかし今回浮かび上がって
きたトークからは、たとえばある作家の原点が、他の作家の
現在地点や目的地点であったり、アートプラットフォームとし
てのSMFの「かたち」あるいは「すがた」をなんとなしに意識
させられるような体験がもたらされました。

　両日の語らいでは、創作するときのぎっしりとつまった思い
や積み重ねた創作哲学を共有したいという思いが伝わって
きました。それらの共有したい事柄は、本来、言語化しえない
ような大量の情報です。それらは、伝達されるために言葉に
変換されますがその瞬間に本来の情報量はぐっとそぎ落と
されてしまいます。創作された「作品」はそうした捨てられる
前の情報を含んだものとして存在しているはずですが、現代
の創作では、その創作とそれにともなう言説と共に理解され
ることが前提となっているのも事実です。また、現代は、絵画
が実際に目で見ることができないものを描きはじめたことに
よって始まりました。しかし、不可視なモノを対象とした一方
「描く」という行為そのものは従来の枠組みの中にあったとも
いえます。その「描く」ことの解体と転換は、以降現在に至る
まで様 な々方法で試行されてきていますが、「関係性の美学」
を柱とする「参加型アート」がその先にある表現と鑑賞とを不
可分にする動きであるといえます。

　埼玉県立近代美術館とSMFとが共催し、美術館地下の一
般展示室というフレームにはめ込んだ「展示」は、SMFの活
動のごくわずかな側面に過ぎないことは明らかなのですが、
展示を鑑賞することだけではなく、その展示とトーク＆ラウ
ンドテーブルを一体のものとして取り組むことは、SMFの活
動の特徴ともいえる「つかみどころのないもやもやしたものと
しての全体性」を捉えるための一つの装置として機能してい
ることを改めて感じさせられました。そうしたもやもやとした
ものは、ある意味「くも」のようなものであり、それをつかみ、
たがやすことが、前回と今回の宝船展のコンセプトであり目
的です。そして、コンセプトはSMFの多岐に亘る活動の多様
性や、そこに集う人々が日々淡 と々向き合っている無数の日常
と重なり合うものだと実感しました。
柴山拓郎（SMF総務委員長・トーク＆ラウンドテーブル司会）
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石石上上城城行行33年年計計画画  

宝宝船船展展22002222ワワーーキキンンググググルルーーププののミミーーテティィンンググでで今今回回ののテテーーママをを検検討討ししてていいるるとと

きき「「釣釣月月耕耕雲雲（（ちちょょううげげつつここううううんん））」」  とといいうう言言葉葉がが出出ててききままししたた。。曹曹洞洞宗宗のの開開

祖祖「「道道元元禅禅師師」」のの言言葉葉でで““雄雄大大なな自自然然にに抱抱かかれれ月月をを釣釣っってて雲雲をを耕耕すすかかののよよううなな、、

ゆゆっったたりりととししたた心心持持ちち””とといいうう意意味味ららししいいでですす。。  

本本来来、、釣釣るるののはは魚魚でで、、耕耕すすののはは畑畑でですす。。そそれれでではは単単にに労労働働をを示示すす言言葉葉ととななっっててしし

ままいいまますすがが「「魚魚」」をを「「月月」」にに「「畑畑」」をを「「雲雲」」にに置置きき換換ええるるだだけけででががららりりとと意意味味がが

変変わわりり、、宇宇宙宙かからら世世界界をを眺眺めめてていいるるよよううなな感感じじでで頭頭のの中中にに幻幻想想的的なな視視野野がが広広ががっっ

てていいききまますす。。  

視視覚覚的的でであありりななががらら深深いい示示唆唆にに富富むむ道道元元のの言言葉葉をを受受けけてて、、自自分分自自身身のの今今後後ににつついい

てて考考ええててみみままししたた。。結結果果、、二二つつののキキーーワワーードドがが浮浮かかんんででききたたののでで以以下下ににそそののこことと

ににつついいてて記記載載ししまますす。。  

●●大大規規模模個個展展のの開開催催
22000000年年以以降降にに制制作作ししたた私私のの作作品品ををどどここかか大大ききなな会会場場にに展展示示ししてて、、自自身身のの創創作作活活

動動のの変変遷遷をを概概観観ででききるるよよううなな展展覧覧会会をを開開催催ししたたいいとと考考ええてていいまますす。。併併せせてて作作品品

集集もも作作成成しし、、記記録録ととししててととどどめめたたいいとと思思いいまますす。。22002233年年ごごろろにに開開催催ししたたいいとと思思

ううののでですすがが、、どどここかか良良いいススポポンンササーーとと場場所所をを知知りりまませせんんかか。。  

●●仏仏伝伝図図（（レレリリーーフフ））のの制制作作
釈釈迦迦のの生生涯涯のの主主なな場場面面をを図図像像化化ししたたももののをを「「仏仏伝伝図図」」とといいいいまますす。。多多くくのの絵絵図図

ががあありりまますすがが、、そそれれををレレリリーーフフ（（浮浮彫彫））でで表表現現ししたたいいとと考考ええてていいまますす。。以以前前

かからら興興味味ののああるる題題材材ででししたたがが、、そそろろそそろろ挑挑戦戦ししててもも良良いいかかなな、、とといいうう気気分分にになな  

っっててききままししたた。。一一般般的的ににはは八八つつのの場場面面でで構構成成さされれまますすがが、、可可変変はは自自由由みみたたいいでで

すす。。33年年くくららいいははかかかかりりそそううでですす。。 

題題  名名：：石石上上  城城行行  33年年  計計画画 氏氏  名名：：石石  上上  城城  行行 

SMF アートの宝船展2022  「くもをたがやす」 

　SMF宝船展「エントリーシート」とは、実現したい「作品」や
「プロジェクト」のアイディアなど多様なアートの夢を記載する
シートです。これまで宝船展ではシートに示されたアートの
夢と、展示された「実作品」や「パフォーマンス」等との邂逅か
ら、興味深い企画が立ち上がり多くのプロジェクトを実現し
てきました。
　ことは、初夢で見ると縁起の良いとされる物を列挙した言
葉「一富士、二鷹、三茄子」にちなんで開催した「SMFさんな
すび展（2013年開催）」に端を発しています。さんなすび展で
は、作品の「マケット」や「プロジェクト」のアイディア、「実作品」
「パフォーマンス」等を「夢のシート」に記載してもらって会場
に展示し、順番にコンセプトを語る「トーク＆ラウンドテーブ
ル」を実施しました。オリジナリティに富んだ夢を一堂に会

SMFアートの宝船展 2022「くもをたがやす」 エントリーシートについて

したことで想像を超えるケミストリー（化学変化）が起こり、
SMFを支える多様な企画を創出しています。
　その後「夢のシート」は、紆余曲折を経て現在のかたち「エ
ントリーシート」として定着していますが、アートの夢を希求
する心は「宝船展」という展覧会名からも受け継がれていま
す。つまり「エントリーシート」を基盤として展示を構成する「宝
船展」は、実現したいと思うアートの夢を通じて自由に語り表
現するアンデパンダン形式の展覧会なのです。

　ご観覧いただく際は、展示された「実作品」と「エントリー
シート」の関係にも注目しながら回遊していただければ幸い
です。今回も衆目の想像を超える新たなケミストリーが起こ
ることを期待しています。
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SSMMFF宝宝船船展展２２００２２２２「「くくももををたたががややすす」」アアワワーードド結結果果報報告告 

SMF 宝船展２０２２「くもをたがやす」では新たな試みとして、ご来場いただいた皆さまに気になる作品へ
投票をしていただくアワードを開催しました。この試みは単にベスト１を決めるという趣旨ではなく、得られた

データを基に来場者の年齢や属性（来場のきっかけ等）による観点の違いを分析し、来場者がどのように展覧会

を楽しんだのかを紐解いてみよう、という試みです。最終的な来場者 476名のうち 121名の方に投票していただ
きました。簡単ではございますが以下に集計結果をまとめましたのでご報告いたします。

投票総数 121（来場者の 1/4）件の内訳は、女性 68名、男性 52名、その他１名で、（図 1）に「性別」と「来
場のきっかけ」の相関をまとめてみました。来場のきっかけは「友人」と「関係者」の合計が男女ともに約半数

を占め、チラシやWebといったメディアより大きく上回っていました。ちなみに「その他」の内訳は、「企画展
を見に来て」や「他の展示のついで」、「たまたま」等、フリーの来場者であることが明らかとなりました。

図 1
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作品への投票と年齢との相関を示したものが（図２）となります。作品への投票は複数回答を可としましたの

で投票総数が計 224件となっています。
作品への投票は、⑪SYUTA（三友 周太）氏の「耕雲機 Cloud Cultivator」」を 1位として、⑥加藤こどもの
造形教室の「『SOS ぜつめつみき』『その実り』」が 2位、⑩社会芸術／ユニットウルスの「野良の藝術 2021：
evolve さぎ山の現場『鎮魂と再起』」が 3位と続きました。全体的な傾向としてはバランスよく多数の年齢層か
ら支持を集めた作品が上位にランキングされましたが、一部の作品が高い年齢層を中心に支持を集めたり、逆に

若い年齢層の支持が中心となる作品があったりなど、作品ごとに支持層に違いがあることが明らかとなりました。

ぜひ二つの図表をご確認いただき、ご自身の作品に寄せられた声に耳を傾けていただければ幸いです。

図 （※①〜㉖の作品番号を の資料「出展者、作品名一覧」と照らし合わせてご確認ください）
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図 2（※①～㉖の作品番号を表紙裏面の資料「出展者、作品一覧」と照らし合わせてご確認ください）

　SMF宝船展2022「くもをたがやす」では新たな試みとして、
ご来場いただいた皆さまに気になる作品へ投票をしていただく
アワードを開催しました。この試みは単にベスト1を決めるという
趣旨ではなく、得られたデータを基に来場者の年齢や属性（来
場のきっかけ等）による観点の違いを分析し、来場者がどのよ
うに展覧会を楽しんだのかを紐解いてみよう、という試みです。
最終的な来場者476名のうち121名の方に投票していただきまし
た。簡単ではございますが以下に集計結果をまとめましたので

　作品への投票と年齢との相関を示したものが図2となります。
作品への投票は複数回答を可としましたので投票総数が計224
件となっています。
　作品への投票は、⑪SYUTA（三友周太）氏の「耕雲機Cloud 
Cultivator」を1位として、⑥加藤こどもの造形教室の「『SOSぜ
つめつみき』『その実り』」が2位、⑩社会芸術／ユニットウルスの
「野良の藝術 2021：evolve さぎ山の現場『鎮魂と再起』」が3位と
続きました。全体的な傾向としてはバランスよく多数の年齢層か

SMFアートの宝船展 2022「くもをたがやす」アワード結果報告
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SYUTA（三友周太）　「耕雲機Cloud Cultivator」

くもをたがやすアワード発表 加藤こどもの造形教室　「SOS ぜつめつみき」、「その実り」 社会芸術／ユニットウルス　野良の藝術 2021：evolve さぎ山の現場「鎮魂と再起」

（空白）

50～
60

30～
40

70

20

10

30

25

20

15

10

5

0

（空白）

友人

関係者

チラシ

その他

WEB

70

60

50

40

30

20

10

0 女    他    男 （空白）

SMF宝船展 2022「くもをたがやす」アワード 入賞者一覧
1位 「多くの人を楽しませたで賞」 「耕雲機 Cloud Cultivator」  SYUTA（三友周太）
2位 「子どもたちと頑張ったで賞」 「SOS ぜつめつみき」、「その実り」　加藤典子＋加藤こどもの造形教室
3位 「仲間と力を合わせたで賞」 「野良の藝術 2021：evolve さぎ山の現場『鎮魂と再起』」
　   社会芸術／ユニットウルス（奥田祥吾） （ユニットウルスのプロジェクト報告展示、ダンスパフォーマンス：蒼浩人、環境カフェ：多田満）
4位 「色々な空が美しかったで賞」 「コロナと空、人」　内野知樹
5位 「美しい景色だったで賞」 「車のある風景」　M.HONDA
6位 「凄い超絶技巧だったで賞」 「ワークショップ《風景の外側に集う虫たち》」　矢花俊樹
7位 「完成して良かったで賞」 「Collective Projection 2022」　東京電機大学 作曲・音楽文化研究室（菅原聖秀）
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■■ 幼年期幼年期（PRE SMF 時代）（PRE SMF 時代）
2002 年 ヒアシンスハウスをつくる会、発足
2004 年 ヒアシンスハウス竣工
2006 年 さいたまアート懇話会
2007 年 さいたまアートフォーラム研究会

■ 少年期
2008 年度 SMF 発足

  平成 20 年度 文化庁「芸術拠点形成事業」（ミュージアムタウン構想の推進）
   LINK! ミュージアムからアートの風を !!「風の記憶」…… アート竜巻フェスタ 2008

2009 年度 平成 21 年度 文化庁「美術館 ･ 博物館活動基盤整備事業」平成 21 年度 文化庁「美術館 ･ 博物館活動基盤整備事業」
   SMF アートのわっ！「風の行方」…… あつまれアートのつむじ風 2009SMF アートのわっ！「風の行方」…… あつまれアートのつむじ風 2009

2010 年度 平成 22 年度 文化庁「美術館 ･ 歴史博物館活動基盤整備支援事業」文化庁「美術館 ･ 歴史博物館活動基盤整備支援事業」
   交差する風 織りなす場「風の軌跡」…… SMF アート楽座 ･ アートバンク 2010交差する風 織りなす場「風の軌跡」…… SMF アート楽座 ･ アートバンク 2010

2011 年度 平成 23 年度 文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業（ミュージアム活性化支援事業）平成 23 年度 文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業（ミュージアム活性化支援事業）
   Saitama Art Platform 形成準備事業「つながる Heart Art」Saitama Art Platform 形成準備事業「つながる Heart Art」

2012 年度 平成 24 年度 文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業（ミュージアム活性化支援事業）平成 24 年度 文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業（ミュージアム活性化支援事業）
   Saitama Art Platform 形成準備事業「ひろがる」Saitama Art Platform 形成準備事業「ひろがる」
■　青年期

2013 年度 SMF の組織化
   （会則の作成、会員の会費による運営、フォーラムの開催とフォーラムの決議による運営）（会則の作成、会員の会費による運営、フォーラムの開催とフォーラムの決議による運営）

2014 年度 平成 26 年度 地域と共働した美術館 ･ 歴史博物館創造活動支援事業平成 26 年度 地域と共働した美術館 ･ 歴史博物館創造活動支援事業平成 26 年度 地域と共働した美術館 ･ 歴史博物館創造活動支援事業
   あなたとどこでもアート「小さな家プロジェクト」あなたとどこでもアート「小さな家プロジェクト」あなたとどこでもアート「小さな家プロジェクト」( 衣 ･ 食 ･ 住をテーマにした 3 年計画の初年　「住」)

  　　「アート長屋」建設　　「アート長屋」建設
   　　「アートのまつり」開催

2015 年度 平成 27 年度 地域の核となる美術館 ･ 歴史博物館支援事業平成 27 年度 地域の核となる美術館 ･ 歴史博物館支援事業
   あなたとどこでもアート「着がわりプロジェクト」あなたとどこでもアート「着がわりプロジェクト」( 衣 ･ 食 ･ 住をテーマにした 3 年計画の２年目「衣」)
   　　「アート長屋」入居開始

  　　「宝船展Ⅰ」開催
2016 年度 平成 28 年度 地域の核となる美術館 ･ 歴史博物館支援事業平成 28 年度 地域の核となる美術館 ･ 歴史博物館支援事業

   あなたとどこでもアート「おかわりプロジェクト」あなたとどこでもアート「おかわりプロジェクト」（衣 ･ 食 ･ 住をテーマにした 3 年計画の最終年「食」）
   　　「宝船展Ⅱ」開催

  さいたまトリエンナーレ 2016 に参加
   　　「SMF 学校」運営
■　成年期成年期

2017 年度 組織化された SMF の自立した活動の初年組織化された SMF の自立した活動の初年組織化された SMF の自立した活動の初年
  　　「宝船展 2018 ＠ MOMAS」開催　　「宝船展 2018 ＠ MOMAS」開催

2018 年度 親ばなれして自立しようとすれば、それなりに忙しい。親ばなれして自立しようとすれば、それなりに忙しい。親ばなれして自立しようとすれば、それなりに忙しい。
   　　大宮アートフェスティバル 2018 で ｢ＳＭＦアートパーク」開催大宮アートフェスティバル 2018 で ｢ＳＭＦアートパーク」開催
   　　入間市博物館では SYUTA（三友周太）さんのワークショップに柴山さんの　　入間市博物館では SYUTA（三友周太）さんのワークショップに柴山さんの　　入間市博物館では SYUTA（三友周太）さんのワークショップに柴山さんの
   　　「電子音響ピープル」、北浦和の商店街に光るきたうらワンが　　「電子音響ピープル」、北浦和の商店街に光るきたうらワンが　　「電子音響ピープル」、北浦和の商店街に光るきたうらワンが
   　　現れたり、ハロウィンで「変身★自分仮面を作ろう」等々々………
  　　　  　　「宝船展 2019 ＠ MOMAS」開催　　　  　　「宝船展 2019 ＠ MOMAS」開催

2019 年度 埼玉県立近代美術館「MOMAS のとびら」参加埼玉県立近代美術館「MOMAS のとびら」参加
  　　「フワリつばさで鏡の国を飛んでみよう」　　「フワリつばさで鏡の国を飛んでみよう」
  　　「美術館に象が遊びにきたゾウ！」　　「美術館に象が遊びにきたゾウ！」

   　　「化石発掘★簡単鋳造で古代の生き物をつくろう！」　　「化石発掘★簡単鋳造で古代の生き物をつくろう！」
   　「きたうらわアートウィーク 花 ･ 花 ･ 花」（北浦和西口ハッピーロード・ふれあい通り）参加　「きたうらわアートウィーク 花 ･ 花 ･ 花」（北浦和西口ハッピーロード・ふれあい通り）参加
   　さいたま国際芸術祭 2020 公募プログラム「SMF 宝船展 2020」開催　さいたま国際芸術祭 2020 公募プログラム「SMF 宝船展 2020」開催
   　　宝船展 ON THE NET/ 宝船展 ＠雲をつかむ / 宝船展 ＠ MOMAS　　宝船展 ON THE NET/ 宝船展 ＠雲をつかむ / 宝船展 ＠ MOMAS

　　　　（宝船展 ＠ MOMAS はコロナ禍による埼玉県立近代美術館閉館により中止）　　　　（宝船展 ＠ MOMAS はコロナ禍による埼玉県立近代美術館閉館により中止）
2020 年度 令和 2 年度オール埼玉で彩る文化プログラム公募事業「SMF with コロナ」開催 令和 2 年度オール埼玉で彩る文化プログラム公募事業「SMF with コロナ」開催 

  　　アート寺子屋 / アート井戸端 / 宝船展＠アート長屋　　アート寺子屋 / アート井戸端 / 宝船展＠アート長屋
   「宝船展＠ MOMAS2021」（くもをつかむ）開催「宝船展＠ MOMAS2021」（くもをつかむ）開催

2021 年度 令和 3 年度オール埼玉で彩る文化プログラム公募事業
   　　「SMF アートコロニイプロジェクト - ヒアシンスハウス編」開催
   「宝船展＠ MOMAS2022」（くもをたがやす）開催

SMF履歴書

1. 浅見俊哉「アートコロニイ トークン」、「本音会議2022」 p2～3、56
2. 石﨑幸治「多視点風景写真 錯視陶器」 p4～5、56
3. 石上城行「石上城行 3年計画」、「自在式時間移動機 宝船展 2022バージョン」 p6～7、57
4. 内野知樹「コロナと空、人」 p8～9、57
5. 小川真紀子「月の兎」 p52～53、61
6. 加藤こどもの造形教室「その実り」  加藤典子＋加藤こどもの造形教室「SOSぜつめつみき」 p10～13、57、63
7. かわにしすみえ「無題」 p14～15、57
8. Hitomi Sato（佐藤仁美）「ENN」 p16～17、57
9. シミズフローラルデザインスクール（清水和乃）「生生流転」 p18～19、58
10. 社会芸術／ユニットウルス（奥田祥吾）「野良の藝術2021：evolve さぎ山の現場「鎮魂と再起」」
　  ユニットウルスのプロジェクト報告展示、ダンスパフォーマンス：蒼浩人、環境カフェ：多田満 p20～23、63
11. SYUTA（三友周太）「耕雲機 Cloud Cultivator」 p24～25、58、62
12. suzu「What color do you care about ？」 p26～27、58
13. 田中清隆「遊影装置」 p28～29、59
14. 東京電機大学 作曲・音楽文化研究室（菅原聖秀）「Collective Projection 2022」 p30～31、59
15. 中村元「写真 中村元の世界 淵・秋（ヒガン花と瀧の多重合成）」 p32～33、59
16. 西尾路子「羽が欲しく手」（エントリーシートのみ、作品展示なし） p34～35、58
17. 根岸和弘「花咲かアートさん－2」 p36～37、59
18. はたみき「言葉も一緒に食べているんだ。」、「「の」が休んでいます。」 p38～39、60
19. 菱田祐一郎「RECORD_T41」 p40～41、60
20. 平本仁一「空とくもとそこから感じるもの」 p42～43、60
21. 藤井香「負の心持ちも 耕作すれば ダンスのはじまり」（ダンス出演：「退屈」松元日奈子、
     「お伺いまで」小関有希、「人間をやめるとすれば冬の鵙」藤井彩加） p44～45、60
22. M.HONDA「車のある風景」 p46～47、61
23. 三村豊子「樹氷原の中で」 p52～53、61
24. みゃうか「つのをむく」 p48～49、61
25. 矢花俊樹「ワークショップ《風景の外側に集う虫たち》」 p50～51、61
26. 山口素子「星はいつも静かにささやいている」 p52～53、61

出展者「作品（プロジェクト、パフォーマンス）名」一覧（50音順、敬称略、末尾は掲載ページ）
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2022.3.16㊌→20㊐宝船展
くもをたがやす

埼玉県立近代美術館 地階一般展示室1

SMFアートの宝船展 2022「くもをたがやす」記録集
発行：SMF（サイタマミューズフォーラム）
　　 http://www.artplatform.jp （SMFホームページ）
　　 http://www.artnagaya.jp （SMFアート長屋）
編集：中村誠
デザイン・印刷：有限会社アームズ（中村隆）
写真撮影：中村元、浅見俊哉、各出展者
2022年5月30日発行

SMFホームページ SMFアート長屋

SMFアートの宝船展 2022「くもをたがやす」を終えて
　あらためて履歴書を読み返してみると、第１回目が開催されたのが６年前、その後毎年の恒例となったSMFのアンデ
パンダン展がこの「宝船展」です。当初は会場となる埼玉県立近代美術館の一般展示室が空きがちな正月明けに行わ
れていたのでこの名前で始まった展覧会でしたが、近年では年度末に時期を移し、その年度の集大成を翌年度に運ぶ
「宝船展」として定着する様子です。コロナ禍のために一度は中止となって年を越した昨年は浮かんだ雲に夢を描く「く
もをつかむ」がテーマとなり、その夢がさらに成長するように、今回は「くもをたがやす」がテーマに選ばれました。多士
済々の出展者による多種多様なアートを、会場であるいはこの記録集でご堪能いただけたでしょうか。

　「宝船展」にはその前身があります。それが「SMFさんなすび展」で、提案されたアートプロジェクトのアイディアから
アートの専門家同士が結びつき、その協働から起こる思いがけない化学変化が期待された企画だったと56頁で語られ
ていますが、その期待が「エントリーシート」に、そしてこの「宝船展」へと継承されてきています。

　いま専門家同士と筆を滑らしましたが、生業かどうかに拘わらずアートプロジェクトの夢を追う者は総てアートの専門
家です。専門家にはプロフェッショナルとスペシャリストの二様があり、プロフェッショナルは神から信託され専門知識
を駆使する専門家、アートの表現者同士が作品を通して巡り会うときには、外なる神か内なる神かはともかく、プロ
フェッショナルとしての協働になるのだろうと思います。

　一方、知識や技術の専門性をよりどころにするのがスペシャリストです。その知見で下支えする協働の形もあるはず
で、今回の「宝船展」ではその成果が大いに発揮されました。

昨年から長野恒さんが会場のレイアウトを引き受けて下さっています。建築家の長野さんは大手デパートの設計部長
の経験から、こうした会場設営がお手のもの、昨年は入口にアイストップとなる壁面を工夫し、今回はさらにその背後に
筋違いに配した壁で独特の展示空間をデザインされたのです。その構成に呼応した作品キャプションと出展者の名札は
中村隆さんのデザインと、会員らによって耕されワンランクアップした「宝船展」が開催できたと自慢してもいいでしょう。

　そして「宝船展」は来年も。成年期でいっぱいになった履歴書をめくると、現れるのは盛年期か壮年期かあるいは熟
年期か、くもをたがやした次の頁にはどのような協働が記されてゆくのか、お楽しみはこれからも続きます。

三浦清史（SMF代表）

SMFアートの宝船展 2022「くもをたがやす」
会期：2022年3月16日～20日
会場：埼玉県立近代美術館 一般展示室1
主催：SMF（サイタマミューズフォーラム）
共催：埼玉県立近代美術館
会場レイアウト：長野恒

SMFアートの宝船展 2022「くもをたがやす」ワーキンググループ
浅見俊哉、石上城行、植森侑子、加藤典子、かわにしすみえ、柴山拓郎、長野恒、
中村隆、中村誠、菱田祐一郎、藤井香、丸藤晃代、三友周太、三浦清史

SMFアートの宝船展 2022「くもをたがやす」会場イベント
3月16日（水）～18日（金）
　藤井香チーム ダンスパフォーマンス「負の心持ちも 耕作すれば ダンスのはじまり」公開リハーサル
　（16日・17日「退屈」松元日奈子／18日「退屈」松元日奈子、「人間をやめるとすれば冬の鵙」藤井彩加）
3月19日（土）
　社会芸術／ユニット・ウルス＋多田満「環境カフェ」（Zoom併用）第1回
　蒼浩人ダンスパフォーマンス「見沼の笛」第1回（協力：石引康子）
　藤井香チーム ダンスパフォーマンス「負の心持ちも 耕作すれば ダンスのはじまり」公開リハーサル
　（「退屈」松元日奈子、「お伺いまで」小関有希）
　SMF「くもをたがやす：トーク＆ラウンドテーブル」第1回
　浅見俊哉・渡辺範久「本音会議」
　菱田祐一郎プロジェクションパフォーマンス
3月20日（日）
　社会芸術／ユニット・ウルス＋多田満「環境カフェ」（Zoom併用）第2回
　蒼浩人ダンスパフォーマンス「見沼の笛」第2回（協力：立松節子）
　藤井香チーム ダンスパフォーマンス「負の心持ちも 耕作すれば ダンスのはじまり」全３プログラム上演
　（「退屈」松元日奈子、「お伺いまで」小関有希、「人間をやめるとすれば冬の鵙」藤井彩加）
　SMF「くもをたがやす：トーク＆ラウンドテーブル」第2回　

SMFアートの
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